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財
務
経
理
機
能
の
複
雑
化

　

近
年
Ｍ
＆
Ａ
等
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
内
の

事
業
が
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
拠
点
所

在
地
域
も
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に

比
例
し
て
財
務
経
理
領
域
を
含
む
経
営
管

理
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
仕
組
に
つ
い
て
は
複

雑
化
し
て
き
て
お
り
、
同
一
グ
ル
ー
プ
内
で

あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
的
に
併
存
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体

と
し
て
は
非
効
率
な
運
用
と
な
っ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
最
適
運
用
が
達
成
で
き
て
い

な
い
状
況
下
に
お
い
て
は
、不
安
定
な
環
境

と
そ
の
急
激
な
変
化
へ
の
対
応
に
時
間
と

工
数
を
と
ら
れ
る
こ
と
で
機
会
損
失
を
生

じ
、
企
業
価
値
の
毀
損
を
招
く
危
険
性
が

高
い
。

エ
ク
セ
レ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
と
は

一
方
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開
し

高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
い
る
企

業
に
お
い
て
は
、グ
ル
ー
プ
最
適
視
点
か
ら

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
業
務
機
能・プ
ロ
セ

ス
が
設
計
さ
れ
運
用
さ
れ
て
い
る
。
エ
ク
セ

レ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
と
は
、こ
れ
ら
複
数
の
ハ

イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
企
業
の
業
務
機
能・プ

ロ
セ
ス
の〝
い
い
と
こ
ろ
ど
り
〞を
し
た
業
務

機
能・プ
ロ
セ
ス
の
体
系
を
い
う
。
ア
ク
セ

ン
チ
ュ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、ハ
イ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
企
業
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経

験
等
を
基
に
エ
ク
セ
レ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
ア

セ
ッ
ト
と
し
て
整
備
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
ア
セ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
、企
業
は

ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
企
業
に
対
す
る
自
社

の
位
置
づ
け
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
た
う
え
で

の
施
策
決
定
や
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
定
義
し
た
う
え
で
そ
れ

に
向
か
っ
た
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
の
エ
ク
セ
レ

ン
ト
プ
ロ
セ
ス
で
は
、財
務
戦
略
、財
務・経

理
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、業
績
評
価
管
理
、（
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
実

効
税
率
管
理
な
ど
の
）コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
、全
社
リ
ス
ク
管
理
等
の
機
能
ご

と
に
、ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
企
業
の
プ
ロ
セ

ス・シ
ス
テ
ム・デ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、組
織

体
制
等
の
基
準
が
整
理
さ
れ
、ま
た
そ
れ
ぞ

れ
の〝
基
本
〞〝
標
準
〞〝
先
進
〞の
状
態
が
定

義
さ
れ
て
い
る
。
企
業
は
、自
社
の
現
状
調

査
を
行
い
評
価
す
る
こ
と
で
、自
社
が
ど
の

レ
ベ
ル
な
の
か
、あ
る
い
は〝
先
進
〞企
業
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
分
野
が
劣
っ
て
い
る
の

か
等
を
評
価
し
、何
を
す
べ
き
な
の
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

エ
ク
セ
レ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
用
い
た

改
革エ

ク
セ
レ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
用
い
た
業
務

改
革
が
こ
れ
ま
で
の
業
務
改
革
と
異
な
る

点
は
、現
状
認
識
課
題
の
積
上
げ
か
ら
改

革
を
行
う
の
で
は
な
く
、エ
ク
セ
レ
ン
ト
プ

ロ
セ
ス
か
ら
自
社
の
目
指
す
べ
き
姿
を
確

認
し
た
上
で
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

と
る
こ
と
で
、既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
施
策
を
立
案・実
現
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
企
業
レ
ベ
ル
の
運
用
コ
ス
ト
の
実
現
と

い
っ
た
、積
上
課
題
解
決
型
施
策
で
は
実
現
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の
難
し
い
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
と

な
る
。
ま
た
、
余
剰
人
材
を
よ
り
高
度
な

業
務
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
よ
る
経
営
管
理

業
務
高
度
化
の
実
現
も
望
ま
れ
る
。
さ
ら

に
は
、各
プ
ロ
セ
ス
を
エ
ク
セ
レ
ン
ト
な
統

一
的
プ
ロ
セ
ス
へ
標
準
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、新
規
拠
点
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
の

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

改
革
の
ポ
イ
ン
ト

エ
ク
セ
レ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
用
い
た
改
革

に
あ
た
っ
て
は
特
徴
的
な
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト

が
存
在
す
る
。
一
つ
目
は

「End to End

の
全
社
最

適
プ
ロ
セ
ス
の
志
向
」。
二

つ
目
は「
品
質
基
準
の
見
直

し
」で
あ
る（
図
参
照
）。

ポ
イ
ン
ト
１
：E

nd to 

E
nd

の
全
社
最
適
プ
ロ
セ

ス
の
志
向

End to End

の
プ
ロ
セ

ス
と
は
、Order T

o Cash

（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
：
受
注
・
売
上
・

債
権
計
上・
入
金
）、

Purchase T
o Pay

（
Ｐ
Ｔ

Ｐ
：
発
注・
仕
入・
債
務
計

上・
支
払
）、Record T

o 

Report

（
Ｒ
Ｔ
Ｒ
：
記
録
か

ら
出
力・レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
）と
い
っ

た
一
連
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
を
考
慮
し
た
プ
ロ
セ
ス

を
い
う
。
例
え
ば
伝
統
的

Ｂ
Ｐ
Ｒ
で
は
、受
注
プ
ロ
セ

ス
と
入
金
プ
ロ
セ
ス
は
対

応
部
署
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、別
々
で
活

動
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

全
体
最
適
視
点
か
ら
は
、セ
ー
ル
ス
活
動
か

ら
得
た
受
注
が
ど
れ
だ
け
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
最
終
的
に
資
金
化
さ
れ
る
か
と
い

う
一
連
の
流
れ
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト（
資

金
化
）の
実
現
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
獲
得

し
た
受
注
に
対
し
て
、
受
注
取
消
、
割
引
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ス
、不
正
、取
引
先
倒

産
等
に
よ
る
未
回
収
に
よ
り
、
受
注
額
の

一
五
％
程
度
が
最
終
的
に
資
金
化
さ
れ
て
い

な
い
事
例
も
筆
者
は
経
験
し
て
い
る
。
こ
の

場
合
、営
業
部
門
で
受
注
プ
ロ
セ
ス
、管
理

部
門
で
入
金
プ
ロ
セ
ス
等
、単
独
で
プ
ロ
セ

ス
改
善
す
る
の
で
は
な
く
、End to End

で
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
全
体
プ
ロ
セ
ス
を
最
適
化
す
る

た
め
の
施
策
を
実
行
す
る
こ
と
で
、最
大
の

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ポ
イ
ン
ト
２
：
品
質
基
準
の
見
直
し

特
に
伝
統
的
な
日
本
企
業
の
経
理
部
門

に
お
い
て
は
、非
常
に
高
い
品
質
を
目
指
し

た
事
務
処
理
プ
ロ
セ
ス
を
求
め
る
傾
向
が

あ
る
。
例
え
ば
、経
費
精
算
の
不
正
チ
ェ
ッ

ク
を
支
払
前
に
全
デ
ー
タ
に
対
し
て
行
う

結
果
、コ
ス
ト
増
大・
負
荷
の
期
間
集
中
と

い
っ
た
弊
害
が
起
こ
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
企
業
に
お
い
て

は
、リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
手
法
で
の

経
費
精
算
不
正
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

過
去
に
不
正
有
り
や
申
請
書
の
間
違
い
率

が
高
い
等
の
不
正
誤
謬
可
能
性
が
高
い
従

業
員
や
、経
費
金
額
が
大
き
い
部
門
等
、全

体
の
一
〇
％
程
度
に
統
計
的
な
絞
り
込
み

を
行
っ
た
う
え
で
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
。
一
方
で
、不
正
が
起
こ
っ
た
場

合
は
、
牽
制
効
果
も
含
め
過
去
分
の
申
請

に
つ
い
て
も
徹
底
追
及
し
、処
罰
も
明
確
に

定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に「
不
正
チ
ェ
ッ

ク
の
コ
ス
ト
」と「
不
正
が
起
こ
っ
た
場
合
の

コ
ス
ト
」の
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、過
剰

品
質
と
な
っ
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
の
品
質
基
準

を
見
直
す
改
革
を
行
う
と
い
う
観
点
が
重

要
で
あ
る
。

こ
れ
ら「End to End

の
全
社
最
適
プ

ロ
セ
ス
の
志
向
」と「
品
質
基
準
の
見
直
し
」

の
二
点
は
既
存
課
題
積
上
Ｂ
Ｐ
Ｒ
で
は
な

か
な
か
出
て
こ
な
い
観
点
で
あ
り
、エ
ク
セ

レ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
用
い
た
改
革
の
ポ
イ
ン

ト
と
い
え
る
。

最
後
に

簡
単
で
は
あ
る
が
、エ
ク
セ
レ
ン
ト
プ
ロ

セ
ス
と
い
う
概
念
お
よ
び
そ
れ
を
利
用
し

た
財
務
経
理
機
能
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
が
各
企
業

に
お
い
て
Ｂ
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
業
務
標
準
化
、Ｓ

Ｓ
Ｃ
、Ｂ
Ｐ
Ｏ
計
画
策
定・実
行
を
行
う
う

え
で
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

●エクセレントプロセスを用いたコスト削減試算（BPO含む）例

図2●調達／購買部が関わっていた場合、
どの程度コスト削減できたか
（間接材の潜在的なコスト削減率）
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約10%削減①End to Endの全社最適プロ
セスの志向による重複の削除
●発注IDから支払IDの自動作成
による発注照合・請求書照合
業務の省略（取引先と協力）

●旅費精算の確認・承認を人事
部に集約（重複部分や業務の
受け渡し工数を解消）

●固定資産情報チェック業務・
支払チェック業務を調達部へ
集約（重複部分や業務の受け
渡し工数を解消）

●予算策定業務の部門間重複
の解消

ポイント❶

②品質基準の見直し
チェック業務基準の見直し
●経費精算、購買の事前全件チェ
ック業務の見直し・重点化
●経費精算の従業員問合対応業務
の教育指導の実施基準の見直し
管理会計の過剰な厳密さの是正
●支店単位の業績指標のシンプル
化による実績配賦業務の廃止

●個別管理会計レポートの禁止
（レポートの標準化）
●勘定科目・摘要のシンプル化に
よるエラー抑止

③システム改良による
自動化徹底
●仮想口座利用による入
金消込作業の自動化

●コーポレートカードへの
入金消し込み自動化

●減価償却費計算の完
全自動化

●基幹システムのデータ
抽出・組替の自動化、
突合処理の自動化 

④生産性を向上す
る仕組み（見える化
／評価）
●企画とオペレーショ
ンの分離および生
産性の見える化と評
価・報酬への反映

●企画管理の強化と
プロジェクト実績評
価

ポイント❷


